
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

                     

                             

5
月
29
日(

日)

東
京
防
災
救
急
協
会
の
指
導
の
も
と
、
福
生
消
防
署
瑞
穂
出

張
所
の
協
力
に
よ
り
普
通
救
命
講
習
会
が
行
わ
れ
、
第
３
分
団
か
ら
も
団
員
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

応
急
手
当
を
目
的
と
し
て
、
①
救
命 

②
悪
化
防
止 

③
苦
痛
の
軽
減
が
上
げ

ら
れ
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
も
、
最
優
先
で
あ
る
救
命
に
つ
い
て
「
救
命
処
置
」
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。 

 

心
肺
を
蘇
生
さ
せ
る
為
の
訓
練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

の
使
い

方
、
人
工
呼
吸
の
行
い
方
な
ど
処
置
の
手
順
や
重
要
性
を
学
び
、
今
後
の
消
防

団
活
動
に
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。 

 

特
に
初
め
て
扱
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
不
安
な
表
情
を
し
て
い
た
新
入
団
員
も
講
習
終

了
後
に
は
皆
自
信
に
満
ち
た
顔
に
変
わ
っ
て
い
て
、
非
常
に
有
意
義
な
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
担
当 

３
分
団
） 

 

普 

通 

救 

命 

講 

習 

会 
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人 

工 

呼 

吸 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方 

心
肺
蘇
生
訓
練 

回 覧 

秋の火災予防運動

今年もカラー放水行います！！ 



6
月
10
日(

金)

都
立
瑞
穂
農
芸
高
等
学
校
〈
全
日

制
〉
の
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
福
生
消
防
署
瑞
穂
出

張
所
、
瑞
穂
町
消
防
団
か
ら
第
２
分
団
と
第
３
分
団

が
参
加
し
ま
し
た
。 

内
容
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
応
急
救
護
訓
練
、
煙

体
験
ハ
ウ
ス
に
よ
る
避
難
訓
練
、
水
消
火
器
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

瑞
穂
町
消
防
団
は
、
地
域
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ

て
、
安
心
・
安
全
を
守
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

訓
練
に
参
加
し
て
く
れ
た
生
徒
の
中
か
ら
、
未
来

の
消
防
団
員
が
誕
生
し
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。 

 

              

（
担
当 

３
分
団
） 

              

                             

都
立
瑞
穂
農
芸
高
等
学
校
防
災
訓
練(

全
日
制)

 

み
ず
ほ
園
で
消
防
演
習
を
実
施
！ 

6
月
16
日(

木)

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み
ず
ほ
園
で
消
防
演
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
小
雨
の
中
、
み
ず
ほ
園
の
ス
タ
ッ
フ
、
福
生
消
防
署
、
瑞
穂

町
消
防
団
の
第
１
分
団
、
第
５
分
団
で
建
物
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。 

ま
ず
、
消
防
署
員
が
建
物
の
中
に
入
り
消
火
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
建
物

入
り
口
に
運
び
出
さ
れ
た
け
が
人
や
、
３
階
か
ら
ハ
シ
ゴ
車
で
運
び
出
さ
れ
た

け
が
人
を
、
第
５
分
団
が
担
架
に
載
せ
て
救
護
所
ま
で
搬
送
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
消
防
団
の
消
防
ホ
ー
ス
も
延
長
さ
れ
、
火
点
に
向
け
一
斉
放
水
を
行
い
ま

し
た
。
皆
、
自
分
が
担
当
す
る
役
割
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
寝
た
き
り
状
態
な
ど
の
要
介
護
者
が
多
数
入
居
さ
れ
て

い
ま
す
。
火
災
発
生
時
に
は
、
自
力
で
の
避
難
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
、
消
火
活
動
と
と
も
に
救
助
活
動
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
で
す
か
ら
今

回
の
様
な
訓
練
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
様
な
訓
練
を
通
じ

て
、
我
々
消
防
団
は
、
よ
り
地
域
密
着
型
と
し
て
防
災
に
貢
献
で
き
る
組
織
を

目
指
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
担
当 

５
分
団
） 

▼煙体験ハウスに 
よる避難訓練 

水消火器による 
初期消火訓練 ▲

 

ＡＥＤを使用した応急救護訓練 

ホースを延長する団員 

署員と打合せ 

けが人を担架で搬送 



                             

                             

7
月
21
日(

木)

町
民
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
消
防
団
幹
部
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修
会
に
は
、
班
長
以
上
の
消
防
団
幹
部
50
名
が
参
加
し
、
福
生
消

防
署
警
防
課
長
の
鈴
木
雅
英
氏
を
講
師
に
招
い
て
、「
消
防
団
の
現
場
活

動
要
領
等
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
火
災
現
場
に
お
け
る
指
揮
者
の
責
務
を
、
関
係
法
令
等

を
ま
じ
え
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
普
段
現
場
に
お
い
て
指
揮
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
、
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

次
に
木
造
火
災
、
モ
ル
タ
ル
な
ど
の
防
火
造
火
災
の
一
般
原
則
を
、

実
際
の
映
像
を
見
な
が
ら
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
研

修
会
で
は
、
現
場
指
揮
の
重
要
さ
、
団
員
の
安
全
確
保
の
徹
底
、
消
防

団
と
署
隊
と
の
連
携
、
各
機
関
、
地
域
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
や
情
報

収
集
の
重
要
性
な
ど
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
は
、
今
回
の
研
修
会
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
役
立
て
、
訓
練
や

災
害
出
場
の
際
に
対
処
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

（
担
当 
１
分
団
） 

 

8
月
23
日(

火)

こ
の
訓
練
は
、
災
害
時

に
特
に
必
要
に
な
る
ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
学

ぶ
訓
練
で
す
。
こ
の
日
は
消
防
署
員
の
方
々

の
指
導
の
も
と
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
結
び
方

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

一
人
一
人
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
わ

か
ら
な
か
っ
た
ら
で
き
る
ま
で
何
回
も
や

り
、
い
く
つ
も
の
結
び
方
を
習
得
し
ま
し
た
。

今
回
災
害
時
に
よ
く
使
う
５
種
類
の
結
び
を

主
に
学
び
ま
し
た
。
本
結
び
・
巻
き
結
び
・

も
や
い
結
び
・
節
結
び
・
プ
ル
ー
ジ
ッ
ク
結

び
で
す
。
ロ
ー
プ
の
み
で
人
を
背
負
っ
た
り
、

物
を
搬
送
し
た
り
す
る
た
め
に
は
、
正
し
い

結
び
方
を
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

自
分
た
ち
で
も
訓
練
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

二
年
に
一
回
の
訓
練
な
の
で
、
結

び
方
を
忘
れ
な
い
た
め
に
、
日
頃
か

ら
練
習
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

消
火
訓
練
も
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
結
索
訓
練
も
し
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 

（
担
当 

２
分
団
） 

結 

索 

訓 

練 

瑞
穂
町
消
防
団
幹
部
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！ 

間
違
っ
た
結
び
方
を

す
る
と
事
故
や
ケ
ガ

の
も
と
に
な
る
の

で
、
状
況
に
あ
っ
た

正
し
い
結
び
方
を
消

防
団
の
中
に
広
め
災

害
時
に
備
え
た
い
と

思
い
ま
す
。 

改
め
て
ロ
ー
プ
の 

結
び
方
の
必
要
性 

を
感
じ
、
今
回
教
わ 

っ
て
な
い
結
び
方
を 

様々な用途がある 

ロープの結び方 

▼ 

▲講師の鈴木雅英警防課長 

▲幹部団員のみでの研修 



防
災
に
役
立
つ
講
義
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。 今

年
８
月
に
は
大
型
の
台
風
９
号
に

よ
り
、
こ
こ
瑞
穂
町
も
大
変
な
被
害
を

被
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
台
風
で
消
防
団
で
は
詰
所
に
集

合
し
、
土
嚢
作
り
や
ポ
ン
プ
車
で
の
土

砂
災
害
警
戒
区
域
を
巡
回
し
、
土
砂
災

害
現
場
に
赴
き
土
砂
の
撤
去
作
業
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。 

水
害
・
土
砂
崩
れ
な
ど
が
実
際
に
起

き
、
今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
無
い
大

雨
、
ま
さ
に
「
増
え
る 

異
常
気
象
」

で
し
た
。 

 

消
防
団
で
は
日
頃
か
ら
様
々
な
訓

練
、
研
修
、
活
動
を
行
い
、
地
域
住
民

の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
に
尽
力
し
て

お
り
ま
す
。 

 
 

（
担
当 
４
分
団
）  

                             

                     

自
分
の
町
、
大
切
な
人
を 

守
り
た
い
。 

地
域
の
防
災
の
為
に
あ
な 

た
の
「
チ
カ
ラ
」
を
発
揮 

し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

  

条 

件 

・
在
住
ま
た
は
在
勤
者 

・

歳
以
上 

・
健
康
な
方 

 

 

連 

絡 

先 瑞
穂
町
消
防
団
事
務
局 

（
瑞
穂
町
住
民
部
地
域
課
内
） 

☎ 

０
４
２
（
５
５
７
）
７
６
１
０ 

災
害
情
報
メ
ー
ル
配
信 

町
で
は
町
民
へ
災
害
や
火
災

が
発
生
し
た
時
に
メ
ー
ル
の
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
左
の
Q

R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
を
し
て

下
さ
い
。 

   

メールアドレス 

mizuho.saigai 

@mpme.jp 

広
報
誌
編
集
委
員 

本 

部 

村
田
健
二
副
団
長
・
髙
橋
一
幸
副
団
長 

１
分
団 

長
谷
部
康
行
部
長
・
中
垣
浩
光
部
長 

２
分
団 

佐
藤 

稔
部
長
・
山
内
稔
啓
部
長 

３
分
団 

川
嶋
浩
康
部
長
・
浦
野 

純
部
長 

４
分
団 

鳥
海
利
規
部
長
・
日
置
高
朗
部
長 

５
分
団 

石
川
正
樹
部
長
・
中
村
篤
尚
部
長 

連
絡
先 

 

瑞
穂
町
消
防
団
事
務
局 

 
 
 
 
 

☎
０
４
２
（
５
５
７
）
７
６
１
０ 

西
多
摩
地
区
消
防
団
幹
部
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

9
月
11
日(

日)

あ
き
る
野
市
「
秋
川

キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
」
に
て
、
西
多
摩
地
区

消
防
団
幹
部
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

本
研
修
会
は
二
年
に
一
度
、
西
多
摩

地
区
８
市
町
村
（
青
梅
市
、
福
生
市
、

羽
村
市
、
あ
き
る
野
市
、
瑞
穂
町
、
日

の
出
町
、
奥
多
摩
町
、
檜
原
村
）
の
消

防
団
幹
部
が
集
ま
り
、
西
多
摩
地
区
消

防
団
の
組
織
の
充
実
強
化
、
活
性
化
、

地
域
防
災
に
必
要
な
知
識
、
情
報
な
ど
、

消
防
団
活
動
に
生
か
す
為
の
研
修
会
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
日
は
、
西
多
摩
地
区
消
防
団
連

絡
協
議
会
設
立
六
十
周
年
と
な
り
、
い

ま
ま
で
地
域
の
消
火
活
動
、
災
害
な
ど

地
域
防
災
に
活
動
さ
れ
た
先
人
方
に
負

け
ぬ
よ
う
、
こ
の
六
十
年
の
歴
史
を
引

き
継
い
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
に
な

り
ま
し
た
。 

 

今
年
の
講
演
の
講
師
に
は
テ
レ
ビ
朝

日
、
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
で
気
象
予
報

士
の
『
依
田 

司
』
氏
に
お
越
し
頂
き

「
増
え
る
異
常
気
象 

原
因
と
対
策
」

を
演
題
に
台
風
や
竜
巻
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨

な
ど
の
原
因
や
対
策
に
つ
い
て
、
地
域 

 


